
 

第３回 鳥取西道路技術検討委員会概要 
 

■開催日時；平成３０年３月７日（水）10:30～14:00 

■会議場所；鳥取河川国道事務所 会議室（１Ｆ） 

 

【重山地区】 

１） 斜面の変状要因について 

・地質等の調査概要及び斜面の変状要因について説明し、確認を得た。 

・主な委員意見 

 花崗岩の風化が２０ｍもの深層まで進んでいることから、変状が厚い風化花崗

岩に吸収されて地表面へ現れていないものと思われる。 

 複数の薄い粘土層の変状から始まり、ヒン岩層の地質境界部の粘土層の脆弱化

によりすべり範囲が拡大し、複雑で大きな地すべりであることが判明した。 

 今後の雪解け水や梅雨・台風等の影響も懸念されるため、対策後も斜面変状調

査や水文調査は継続すべきである。 

 

 

２） 重山トンネルの設計概要について 

・設計概要について説明し、妥当と判断された。 

・主な委員意見 

 山腹内の水抜き対策と孔内傾斜計の変位計測は、トンネル工事後も継続するこ

とが望ましい。 

 覆工打設は変位を確認しながら施工。 

 工事完了後もトンネル変位調査は継続することが望ましい。 

 

 

【松原地区】 

１） 経緯と現状及び調査状況について 

・経緯と現状及び調査状況を説明。 

今後、対策の必要性を含め検討していく。 

・主な委員意見 

 北側は貫入してきたデイサイトの接触面付近は変質帯が厚く見られる。 

 北側は法面背後地にボーリングを行うこと。 

 南側は引き続き経過観察が必要である。 

 

 

次回、平成３０年４月中旬頃の開催予定。 
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所
〔重山地区〕現在の状況
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所
〔重山地区〕変状メカニズム

素因
◇地質的素因

・地盤内にすべり⾯となりうる熱⽔変質した薄い粘⼟が⾯的に複数存在。
・⼤きく２つのヒン岩層が流れ盤状に存在しており、かつ地質境界部は粘⼟化。
・この粘⼟部は、乾湿が繰り返されることで脆弱化する「膨潤性粘⼟鉱物」を部分的に
含有。

◇水文的素因

・強⾵化した深い花崗岩層に⾬⽔等が浸透。
・ヒン岩層の地質境界部の粘⼟層は難透⽔層を形成。
・周辺から地下⽔の集まりやすい地下構造であった。

メカニズム
・⾬⽔等が強⾵化花崗岩部より深層部（粘⼟層）へ浸透
・膨潤性粘⼟鉱物を含む粘⼟層に沿って⾬⽔等が流下し、乾湿が繰り返されることで粘
⼟層が脆弱化。

・地盤内の薄く複数存在する粘⼟層が切⼟による応⼒開放に合わせてすべりを発⽣。
⇒複数の薄い粘⼟層の変状から始まり、ヒン岩層の地質境界部の粘⼟層の脆弱化により
すべり範囲が拡⼤し、複雑で⼤きな地すべりであることが判明
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所

dep = 37.00 mGH=51.784 mH28-No.3

dep = 26.00 mGH=41.633 mH28-No.4
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〔重山地区〕斜面の変状要因について

浸透

降雨【素因】強風化した深い花
崗岩層に雨水等が浸透。

ヒン岩層

ヒン岩層

ボーリングＮｏ３ 地質写真

【素因】ヒン岩層が流れ盤
状に存在。地質境界部は
粘土化。部分的に膨潤性
粘土鉱物を含有。

【素因】すべり面となりうる
熱水変質した薄い粘土が
面的に複数存在

ボーリングＮｏ３

【素因】ヒン岩層の地質境
界部の粘土層は難透水
層を形成。

【素因】周辺から地下水が
集まりやすい地下構造。
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所

☆設計の考え方
１，北側法面の安定対策

地山と同等以上の強度を持つ改良土（ソイルセメント）による先行盛土で斜面変位を抑
制する。

２，トンネル変状対策

内空断面は，完成後（将来）の不測の変状を考慮し，内部補強が可能な余裕幅を確保
する。

３，トンネル盤膨れ対策

施工時の路面下（ひん岩層）からの不測変状も考慮し，早期閉合工法としインバートス
トラッドを設置する。

４，トンネル構造
現地条件等を踏まえるとともに，上記事項を考慮したトンネル構造とする。

〔重山地区〕重山トンネルの設計概要
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所

位置図 空撮

H29.11撮影

現在の状況

〔松原地区 北側〕 （１）経緯と現状

１．変状経緯
・H29.12末 ２段目小段にクラック発生
・H30.2 地質調査実施（ボーリング４本）

平成３０年２⽉末撮影

⾄ ⿃取⻄IC

⾄ 吉岡温泉IC

写真①

写真①

２段目法面

平成３０年２⽉末撮影

小段にクラック発生
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所

位置図 空撮

H29.11撮影

現在の状況

〔松原地区 南側〕 （１）経緯と現状

１．変状経緯
・H30.1下旬 荷重計の値が上昇傾向を示す
・H30.2 アンカー力の確認・再調整着手
・H30.2 水抜きボーリングに着手

平成３０年２⽉末撮影

⾄ ⿃取⻄IC

⾄ 吉岡温泉IC

写真①

写真①

平成３０年２⽉末撮影
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中国地方整備局 鳥取河川国道事務所

○花崗岩

マグマが地下深部でゆっくり冷却・固結してできた、粗粒で粒のそろった岩石。主に
石英・長石・雲母からなる。

○熱水変質
地下に存在する熱水（１５０～ ３５０℃位のものが多い）によって岩石や鉱物の組織

などが変化すること。

○流れ盤
地層の傾斜が地形の傾斜に対して同一方向（流れ目）に傾斜していること。

○膨潤性粘土鉱物
水分の吸収・放出により、次第に組織が破壊され、岩盤の強度が低下していく鉱物。

○盤膨れ

地盤を掘削したとき、掘削底面より下に存在する上向きの圧力により、掘削底面の
地盤が持ち上げられる現象のこと。

＜ 用語の解説 ＞


